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長井ロボットプロジェクト責任監修

　　

　
当
所
議
員
を
対
象
に
、
東
北
経
済
産
業

局
の
守
本
憲
弘
局
長
を
講
師
に
招
き
、「
地

域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
し
、
約
40
名
の

議
員
が
参
加
し
た
。
同
局
で
は
今
年
度
の

重
点
施
策
と
し
て
、①
復
興
に
向
け
た
優

先
的
課
題
へ
の
対
応
、②
産
業
競
争
力
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
、③
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
か
か
げ
て
い
る
。
森
本
氏
は
経
済

の
状
況
と
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
当
所
各
部
会
を
代
表
し
て
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
当
所
金
融
・
保
険
部
会
（
渋
谷
道
治
部

会
長
）
は
、
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
Ｔ

Ａ
Ｓ
で
開
催
し
、
平
成
26
年
度
報
告
・
決

算
お
よ
び
平
成
27
年
度
計
画
・
予
算
を
承

認
し
た
。
総
会
に
は
部
会
員
11
名
が
参
加
。

今
年
度
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
な
が

い
産
業
ま
つ
り
」
へ
の
協
力
の
ほ
か
、
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
用
し
た
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。

8/5

金 融 保
険 部 会

通
常
総
会
を
開
催

　　 　
当
所
豊
田
支
部
（
石
田
勝
雄
支
部
長
：

㈲
い
し
だ
自
動
車
）
は
、
平
成
27
年
度
通

常
総
会
を
開
催
。
平
成
26
年
度
報
告
・
決

算
お
よ
び
平
成
27
年
度
計
画
・
予
算
を
承

認
し
た
。
そ
の
後
、
当
所
か
ら
当
所
事
業

に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
ほ
か
、
内

谷
重
治
長
井
市
長
か
ら
講
話
を
い
た
だ
い

た
。

8/11

豊 田
支 部

通
常
総
会
を
開
催

8/4

議 員
研 修 会
東
北
経
済
産
業
局
長
招
く

講演する守本東北経済産業局長

長井商工会議所では平成28年度採用職員を募集します。長井商工会議所では平成28年度採用職員を募集します。長井商工会議所では平成28年度採用職員を募集します。

中小企業の経営支援・地域産業の振
興・中心市街地活性化・催事の開催な
ど、意欲ある方を求めています。

 長井商工会議所は、地域の総合経済団体として全国514商工会議所とのネットワークを活か
した諸活動を展開しています。

１．募集人員　　若干名
２．採用期日　　平成 28年 4月 1日
３．受験資格　　【居住】長井市に在住もしくは採用日以降長井市に居住する人
　　　　　　　　【学歴】学校教育法による大学（短大を除く）を卒業した人、
　　　　　　　　または平成 28年 3月までに卒業見込みの人
　　　　　　　　【年齢】昭和 61年 4月 2日から平成 6年 4月 1日までに生
　　　　　　　　まれた人
　　　　　　　　【資格】普通自動車運転免許の取得（採用日まで取得する人も可）
４．受付期間　　平成 27年 8月 10日（月）～ 9月 30日（水）
５．試験要領　　書類選考のうえ、合格者に下記試験のご案内をいたします。
　　　　　　　◆一次試験　平成 27年 10月 25日（日）（一般教養・適性検査）
　　　　　　　◆二次試験　一次試験合格者へ別途通知します。（小論文・面接）

※詳しくは、当所総務課までお問い合わせくださるか、当所ホームページをご覧ください。
　（連絡先　総務課人事担当　TEL84-5394）

長井商工会議所
公認キャラクター
バーニック・ナガイ
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「
番
号
収
集
の
準
備
を
」

　
平
成
28
年
１
月
以
降
、
税
と
社
会
保
険
関

係
の
書
類
に
順
次
個
人
番
号
を
記
載
し
て
行

政
機
関
な
ど
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
民

間
企
業
は
平
成
27
年
中
に
何
を
し
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

　
平
成
27
年
10
月
の
番
号
通
知
以
降
、
個
人

番
号
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
従

っ
て
、
企
業
は
、
９
月
末
ま
で
に
個
人
番
号

を
受
け
入
れ
る
準
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
誰
か
ら
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

個
人
番
号
を
収
集
す
る
の
か
、
ま
た
、
収
集

し
た
個
人
番
号
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
の

か
な
ど
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
取
り
扱
う
量
が

多
い
個
人
番
号
は
、
従
業
員
お
よ
び
そ
の
扶

養
親
族
な
ど
の
個
人
番
号
と
な
る
。
こ
の
個

人
番
号
は
ど
の
よ
う
に
収
集
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
か
。

　
平
成
27
年
11
月
ご
ろ
か
ら
翌
年
１
月
に
か

け
て
の
年
末
調
整
時
に
、「
平
成
28
年
分
給

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

を
従
業
員
が
会
社
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

同
申
告
書
に
は
、
従
業
員
お
よ
び
扶
養
親
族

な
ど
の
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
も
っ
て
個
人
番
号
を
収
集
す
る
こ
と

が
簡
便
か
つ
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」
の
提

出
を
受
け
る
際
に
は
、
従
業
員
本
人
の
本
人

確
認
が
必
要
と
な
る
が
、
扶
養
親
族
な
ど
の

本
人
確
認
は
不
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
も
、
同
申
告
書
の
提
出
を
も
っ
て
個
人
番

号
の
収
集
を
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
従
っ
て
、「
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

に
よ
っ
て
個
人
番
号
を
収
集
す
る
際
に
、
そ

の
個
人
番
号
を
社
会
保
険
の
届
出
事
務
な
ど

で
も
利
用
す
る
た
め
に
、
利
用
目
的
の
通
知

な
ど
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
取
引
先
お
よ
び
株
主
か
ら
は
、
個
別
に
個

人
番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
取
引
先
（
講
演
を
依
頼
す
る
専
門
家
や
不

動
産
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
担

当
者
が
訪
問
し
て
対
面
で
提
供
を
受
け
る
か
、

郵
送
で
や
り
と
り
す
る
な
ど
し
て
、
個
人
番

号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
株
主
に
つ
い
て
も
、
個
別
に
収
集
す
る
か
、

株
主
総
会
の
招
集
通
知
の
中
に
個
人
番
号
の

提
供
お
よ
び
本
人
確
認
書
類
の
同
封
を
依
頼

す
る
書
面
を
同
封
し
、
返
信
す
る
よ
う
求
め

る
な
ど
し
て
収
集
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
第
三
者
に

委
託
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
企
業
は
、

こ
の
委
託
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
を
大
幅
に
軽
減
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
個
人
番
号
の
保
管
に
関
し
て
は

厳
し
い
規
制
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
回
避
す
る

有
力
な
手
段
と
し
て
、
会
計
事
務
所
や
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
に
特
定
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
を
全
面
的
に
委
託
し
た
り
、
ク

ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、

会
社
と
し
て
特
定
個
人
情
報
を
保
管
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
自
ら
が
特
定
個
人
情
報
を

保
管
す
る
た
め
の
安
全
管
理
措
置
は
必
要
な

く
な
り
、
委
託
者
と
し
て
の
監
督
義
務
、
す

な
わ
ち
、①
特
定
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り

扱
い
、
そ
の
取
り
扱
い
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
業
者
・
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
、

②
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
契
約
を
締
結

す
る
な
ど
す
れ
ば
、
会
社
と
し
て
の
義
務
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
個
人
番
号
の
収
集
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
会
計
事
務
所
や
社

会
保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
に
個
人
番
号
の

収
集
を
委
託
し
た
り
、
本
人
確
認
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
画
像
フ

ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
せ
て
電
子
的
に

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
個
人
番
号
収
集
の
際

の
本
人
確
認
の
事
務
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
牛
島
総
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
・
影
島
広
泰
）

解
　
説

解
　
説マ

イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
④
全４回

従
業
員
分
は
年
末
調
整
で

委
託
を
活
用
し
事
務
員
負
担
軽
減

取
引
先
や
株
主
は
個
別
に
対
応



9 9

　
こ
れ
ま
で
４
か
月
に
わ
た
り
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
法
律
の
概
要
に
つ
い
て
、
弁
護
士

の
影
島
博
康
氏
に
よ
る
解
説
を
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
新
た
に
、
人
事
・
労
務
の
視
点

か
ら
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
解
説
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。
10
月
か
ら
通
知
開
始
さ
れ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
策
を
し
て
い
た

だ
く
べ
く
、
全
３
回
を
ま
と
め
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
10
月
か
ら
通
知
開
始
」

　
本
稿
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
社
会
保

障
関
連
を
中
心
と
し
た
、
注
意
点
な
ど
を
社

会
保
険
労
務
士
の
視
点
か
ら
解
説
い
た
し
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
今
年
の
10
月
か
ら
住

民
票
の
あ
る
人
全
員
に
付
番
さ
れ
、
住
民
票

の
住
所
地
に
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
、
簡
易

書
留
で
送
ら
れ
る
通
知
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
通

知
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
国
籍
は
関
係
な
い
点
と
、
住
民
票

の
所
在
地
に
簡
易
書
留
で
届
く
点
で
す
。
平

成
24
年
７
月
か
ら
、
外
国
籍
で
も
３
カ
月
を

超
え
て
在
留
す
る
中
長
期
在
留
者
に
は
住
民

票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
の
住
所
と
住
民
票
の
所
在
地

が
異
な
る
場
合
、
通
知
が
届
か
な
い
ケ
ー
ス

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
簡
易
書

留
は
、
１
回
目
の
配
達
日
か
ら
７
日
以
内
に

受
け
取
れ
な
い
場
合
は
差
出
人
へ
戻
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
不
在
が
ち
の
場
合
は
注

意
が
必
要
で
す
。
今
の
う
ち
に
従
業
員
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
受
け
取
り
方
法
の
案
内
を

始
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
事
務

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、①
社
会
保
障
、

②
税
、③
災
害
対
策
の
３
つ
の
分
野
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、①
の
社
会
保
障
分

野
で
一
般
企
業
に
関
連
す
る
事
務
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
・
雇
用

保
険
な
ど
の
法
令
で
決
め
ら
れ
た
手
続
と
な

り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始
は
原
則
平
成

28
年
１
月
か
ら
で
す
が
、
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
保
険
な
ど
の
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
１

年
遅
れ
の
平
成
29
年
１
月
か
ら
開
始
予
定
で

す
（
国
民
健
康
保
険
組
合
は
原
則
通
り
）。

そ
う
す
る
と
、
一
般
企
業
に
お
い
て
、
３
分

野
の
う
ち
最
も
早
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集

す
る
機
会
が
来
る
の
は
、②
の
税
分
野
に
お

け
る
平
成
27
年
の
年
末
調
整
で
し
ょ
う
（
従

業
員
か
ら
「
平
成
28
年
分
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」
の
回
収
が
行

わ
れ
る
た
め
）。

　
さ
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
と
き
は
、

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い
て
、
利
用
目
的

を
本
人
に
通
知
ま
た
は
公
表
す
る
必
要
と
、

本
人
か
ら
直
接
書
面
に
記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
得
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

本
人
に
対
し
て
そ
の
利
用
目
的
を
明
示
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
、②
の
税
分
野
で
集
め
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
①
の
社
会
保
障
分
野
で
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
と
、
利
用
目
的
が
異
な
る
た

め
、
利
用
目
的
の
変
更
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
二
度
手
間
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
に
、
複
数
の
利
用

目
的
を
ま
と
め
て
明
示
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
、
最
初
に
取
得
す
る
時
に
雇
用
保
険
や

健
康
保
険
の
事
務
な
ど
、
社
内
で
利
用
す
る

事
務
を
洗
い
出
し
、
ま
と
め
て
明
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
効
率
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
通
知
な
ど
は
従
業
員
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
ご
家
族
へ
の
通
知
も
必
要
で
す
の
で
、

就
業
規
則
へ
の
明
記
や
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
通
知
と

併
せ
て
、
利
用
目
的
を
記
載
し
た
書
類
を
ご

家
族
に
も
提
示
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で

す
。今
年
の
年
末
調
整
の
ご
案
内
と
あ
わ
せ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
目
的
の
通
知
な
ど
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
小
林
元
子
）

解
　説
解
　説

①

外
国
籍
も
対
象
者

利
用
目
的
は
ま
と
め
て
提
示

年
末
調
整
が
収
集
の
機
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　社
会
保
険
労
務
士
が
解
説
す
る

人
事・労
務
の
視
点
か
ら

番号通知 マイナンバーの運用開始

税務関係の帳票への番号記載

雇用保険の帳票への番号記載

政府機関の情報連携開始

健保・厚生年金の帳票への番号記載

平成27年
10月

平成28年
１月

平成29年
１月

マイナンバー運用スケジュール
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「
厳
格
な
本
人
確
認
方
法
」

　
前
回
は
、通
知
開
始
時
の
注
意
点
や
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
利
用
目
的
の
通
知
に
つ

い
て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回

は
事
業
所
に
お
け
る
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、前
回
で
も
述
べ
ま
し
た
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
事
務
は
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
お
り
、①
社
会
保
障
、②
税
、③
災
害
対
策

の
３
つ
の
分
野
に
関
す
る
手
続
き
書
類
の
作

成
事
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

本
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。そ
の
際
に
は
利
用
目
的
の
明

示
と
と
も
に
、な
り
す
ま
し
な
ど
の
防
止
の

た
め
に
本
人
確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
本
人
確
認
の
方
法
も
厳
格
に
決
め
ら

れ
て
お
り
、そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
正

し
い
番
号
が
ど
う
か
の
確
認「
①
番
号
確
認
」

と
、そ
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
者
が
そ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と

の
確
認「
②
身
元
確
認
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。こ
の
①
、②
の
２
つ
を
同
時
に
行

え
る
の
が「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」で
す
。

　「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
、平
成2

8

年
１
月

以
降
希
望
者
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
、表

面
に
顔
写
真
と
氏
名
、住
所
、生
年
月
日
、性

別
が
記
載
さ
れ
、裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、裏
面
で「
①
番
号
確

認
」、表
面
で「
②
身
元
確
認
」が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、こ
の「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
申
請

書
が
住
所
や
氏
名
な
ど
を
印
字
し
た
上
で
、

平
成
27
年
10
月
以
降
に
住
民
票
の
住
所
地
に

簡
易
書
留
で
届
く
通
知
に
同
封
さ
れ
ま
す
。

希
望
者
は
こ
の
申
請
書
に
署
名
ま
た
は
押
印

を
し
、写
真
を
添
付
の
上
、送
付
す
る
と
無
料

で「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
交
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
。平
成
28
年
１
月
以
降
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
通
知
が
届
い
た
ら
、各
市
町

村
の
窓
口
で
受
け
取
り
ま
す
。ま
た
、個
人
番

号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、20
歳
以
上
が
10

年
、20
歳
未
満
が
５
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、前
回
、年
末
調
整
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
収
集
の
機
会
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
の「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
発
行
は
平
成
28

年
１
月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、今
年
末
の

場
合「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」以
外
の
本
人
確
認

の
方
法
と
な
る
で
し
ょ
う
。個
人
番
号
カ
ー
ド

が
無
い
場
合
は
、原
則
と
し
て「
①
番
号
確

認
」を「
通
知
カ
ー
ド
」か「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
」で
、「
②
身
元
確
認
」を「
運
転

免
許
証
」か「
パ
ス
ポ
ー
ト
」な
ど
で
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。も
っ
と
も
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
住
民
票
へ
の
記
載
は
平
成2

8

年
１
月
以

降
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
年
末
の「
①
番

号
確
認
」は「
通
知
カ
ー
ド
」の
み
と
な
り
そ

う
で
す
。

　
そ
れ
で
は「
運
転
免
許
証
」や「
パ
ス
ポ
ー

ト
」を
持
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、３
分
野
の

事
務
の
う
ち
②
の
税
分
野
に
つ
い
て
国
税
庁

（
税
分
野
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
）が

「
国
税
分
野
に
お
け
る
番
号
法
に
基
づ
く
本

人
確
認
方
法
」を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
こ

こ
に
書
か
れ
た
例
示
に
従
っ
て
本
人
確
認
を

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

　
し
か
し
、

①
社
会
保

障
分
野
に

つ
い
て
は
、

平
成
27
年

７
月
14
日

現
在
、
厚

生
労
働
省

（
社
会
保

障
分
野
の

個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
）か
ら
こ
れ
ら

の
基
準
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。従
っ
て
、

①
の
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
本
人
確
認
の

仕
方
は
原
則
通
り
の
方
法
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、②
の
税
分
野
に
お
け
る
、「
扶
養
控

除
等
申
告
書
」の
会
社
へ
の
提
出
義
務
者
は
従

業
員
と
な
る
た
め
、本
人
確
認
は
従
業
員
の

み
で
よ
く
、扶
養
親
族
の
本
人
確
認
は
会
社

が
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に
対
し
、

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は

会
社
へ
の
提
出
義
務
者
は
配
偶
者
で
あ
る
第

３
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、従
業
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号
被
保
険

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
両
方
の
本
人
確
認
が
必

要
で
す
。

　
さ
ら
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、こ

の
と
き
に
従
業
員
が
配
偶
者
で
あ
る
第
３
号

被
保
険
者
に
代
わ
っ
て
提
出
す
る
場
合
、代
理

人
と
な
る
た
め
、①
代
理
権
、②
代
理
人
の
身

元
確
認
、③
本
人
の
番
号
確
認
の
３
つ
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、対
面
で
の

確
認
に
は「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」「
通
知
カ
ー

ド
」「
運
転
免
許
証
」や「
パ
ス
ポ
ー
ト
」な
ど

は
現
物
の
提
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

　「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
本
人
確
認
に
も
便

利
な
の
で
、ぜ
ひ
無
料
で
交
付
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
小
林
元
子
）

解
　説
解
　説

②

番
号
カ
ー
ド
を
活
用

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
に
は
注
意

年
内
は
旅
券
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
で
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　社
会
保
険
労
務
士
が
解
説
す
る

人
事・労
務
の
視
点
か
ら
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日頃から長井商工会議所ホームページをご覧いただきありがとうございます。
この度、長井商工会議所では、皆様にご利用していただきやすいホームページを目指し
てリニューアルを行いました。
これまでのホームページでは情報が煩雑になっており、必要な情報にたどり着きづらい
状況になっていました。このため今回のリニューアルでは、必要な情報をできるだけ早く
見つけ出せることを基本にデザイン設計を行いました。
今後も多くの皆様にご利用していただきやすいホームページを目指してまいります。

長井商工会議所のホームページが新しくなりました！長井商工会議所のホームページが新しくなりました！

◆国の支援策その１

【お問い合わせ】
公益財団法人長井青年会議所　事務局　長沼
〒993-0011　山形県長井市館町北６番27号　TEL．0238-84-5394　　FAX．0238-88-3778

「フォルティシモ」
新年度のスタートに
生命共済「フォルティシモ」の加入をご検討ください！

『長井商工会議所創立４０周年記念事業』
日程のお知らせ

『長井商工会議所創立４０周年記念事業』
日程のお知らせ

　
最
終
回
は
安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て
解
説

い
た
し
ま
す
。

　
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
示
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
る
事
業

者
が
講
ず
べ
き
安
全
管
理
措
置
の
内
容
と
し

て
、次
の
７
つ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．基
本
方
針
の
策
定

　
　
策
定
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、考

え
方
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
す
の
で
策
定

い
た
だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

２
．取
扱
規
程
な
ど

　
　
従
業
員
数
１
０
０
人
超
の
規
模
の
事
業

所
は
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
①
取
得
、②
利
用
、③
保
存
、

④
提
供
、⑤
削
除
・
廃
棄
の
５
段
階
に
つ
い

て
、取
扱
方
法
、責
任
者
、事
務
取
扱
担
当

者（
以
下
担
当
者
）の
任
務
な
ど
に
つ
い
て

規
定
し
ま
す
。

３
．組
織
的
安
全
管
理
措
置

　
　
責
任
者
や
担
当
者
の
役
割
、特
定
個
人

情
報
な
ど
の
範
囲
、情
報
漏
え
い
な
ど
の

報
告
連
絡
体
制
な
ど
の
組
織
体
制
を
整
備

し
ま
す
。そ
の
上
で
、取
扱
規
程
な
ど
に
基

づ
く
運
用
と
、そ
の
状
況
確
認
の
手
段
を

整
備
し
、万
が
一
の
情
報
漏
え
い
な
ど
の
事

案
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備
を
し
ま
す
。ま

た
、定
期
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

４
．人
的
安
全
管
理
措
置

　
　
担
当
者
の
監
督
と
教
育
を
行
い
ま
す
。そ

の
た
め
就
業
規
則
な
ど
に
研
修
や
特
定
個

人
情
報
な
ど
の
秘
密
保
持
に
関
す
る
事
項

を
盛
り
込
み
ま
す
。

５
．物
理
的
安
全
管
理
措
置

　
　
事
業
所
内
の
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

（
以
下
フ
ァ
イ
ル
）の
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す

る「
管
理
区
域
」と
、特
定
個
人
情
報
の
事

務
を
実
施
す
る
区
域「
取
扱
区
域
」を
明
確

に
し
ま
す
。そ
の
上
で
、「
管
理
区
域
」へ
の

入
退
室
管
理
、機
器
な
ど
の
持
ち
込
み
制

限
や
、「
取
扱
区
域
」に
間
仕
切
り
な
ど
を

設
置
し
、担
当
者
以
外
の
者
が
容
易
に
特

定
個
人
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
な
い
座
席

配
置
な
ど
を
し
て
区
域
を
管
理
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、取
り
扱
う
パ
ソ
コ
ン
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
や
書
類
な
ど
は
、施
錠
で
き
る
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
す
る
な
ど
し
て
盗
難

や
紛
失
な
ど
を
防
止
し
ま
す
。電
子
媒
体

な
ど
を
持
ち
出
す
場
合
は
、デ
ー
タ
の
暗

号
化
、パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
、施
錠
可
能
な

ケ
ー
ス
や
か
ば
ん
に
入
れ
る
な
ど
の
対
策

を
し
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
個
人

番
号
関
係
事
務
を

行
う
必
要
が
な
く

な
っ
た
場
合
で
、法

令
の
保
存
期
間
な

ど
を
経
過
し
た
場

合
に
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
焼

却
・
溶
解
・
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
な
ど
で
復

元
で
き
な
い
よ
う

に
削
除
あ
る
い
は

廃
棄
し
、
そ
の
記

録
を
保
存
し
ま
す
。

ま
た
、委
託
す
る
場
合
は
証
明
書
な
ど
に

よ
り
削
除
あ
る
い
は
廃
棄
を
確
認
し
ま
す
。

６
．技
術
的
安
全
管
理
措
置 

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
、ア

ク
セ
ス
権
を
担
当
者
に
限
定
し
ま
す
。ま

た
、ア
ク
セ
ス
で
き
る
フ
ァ
イ
ル
の
範
囲
を

ア
ク
セ
ス
制
御
し
ま
す
。そ
の
際
、担
当
者

の
ア
ク
セ
ス
権
の
有
無
に
つ
い
て
は
、ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
、パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
使
い
、ア

ク
セ
ス
者
の
識
別
と
認
証
を
行
い
ま
す
。そ

し
て
、フ
ァ
イ
ア
ウ
オ
ー
ル
な
ど
の
設
置
や

定
期
的
な
ロ
グ
管
理
や
分
析
を
行
い
必
要

な
対
策
を
し
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
使
用

は
通
信
経
路
を
暗
号
化
す
る
こ
と
や
、情

報
シ
ス
テ
ム
内
の
特
定
個
人
情
報
な
ど
の

デ
ー
タ
の
暗
号
化
や
、パ
ス
ワ
ー
ド
設
定

を
す
る
な
ど
し
て
情
報
漏
え
い
な
ど
の
防

止
を
し
ま
す
。

７
．委
託
先
に
お
け
る
安
全
管
理
措
置

　
　「
委
託
元
」が
、「
委
託
先
」に
対
し
て「
必

要
か
つ
適
切
な
監
督
」を
行
わ
な
か
っ
た
結

果
、漏
え
い
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、番
号

法
違
反
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
　「
必
要
か
つ
適
切
な
監
督
」と
は
、①
委

託
先
の
適
切
な
選
定（
自
ら
が
果
た
す
べ
き

安
全
管
理
措
置
と
同
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
か
否
か
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
な

ど
）、②
委
託
先
に
安
全
管
理
措
置
を
遵
守

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
契
約
の
締
結（
秘

密
保
持
義
務
、目
的
外
利
用
の
禁
止
、再
委

託
の
条
件
、従
業
者
へ
の
監
督
・
教
育
な
ど
）、

③
委
託
先
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報
の
取

扱
状
況
の
把
握
、が
含
ま
れ
ま
す
。　

　
以
上
の
よ
う
に
、規
定
類
や
契
約
書
な
ど

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。特
に「
就

業
規
則
」に
つ
い
て
は
、利
用
目
的
の
明
示
、

本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
な
ど
の
提
出
時
期

や
義
務
、担
当
者
の
教
育
や
監
督
、研
修
受
講

の
義
務
、秘
密
保
持
、情
報
漏
え
い
な
ど
の
防

止
や
懲
戒
な
ど
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
な
お
、就
業
規
則
の
変
更
は
常
時
10
人
以

上
の
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、

労
働
者
の
意
見
書
を
添
え
て
、労
働
基
準
監

督
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
注
意
の
上
、早
目
の
対
応
が
必
要
で
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
小
林
元
子
）

解
　説
解
　説

③

漏
え
い
防
止
へ
体
制
整
備
を

委
託
先
へ
の
監
督
も
必
要

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

「
安
全
管
理
は
事
業
者
の
責
務
」

　
　社
会
保
険
労
務
士
が
解
説
す
る

人
事・労
務
の
視
点
か
ら

アドレスはそのまま！http://www.nagai-cci.or.jp/ 検索　長井商工会議所　
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長井ロボットプロジェクト責任監修
会 員 談 話 室

（平成27年8月24日現在）
1.25

2,000
※1,500 万円を超える場合は
　別途書類が必要になります。

●試 験 日：平成27年11月15日（日）
　　　　　　　　14：00～16：00
●受付期間：平成27年9月24日（木）
　　　　　　　　　～10月16日（金）
●受 験 料：１級 7,710円　２級 4,630円 
　　　　　　３級 2,570円　４級 1,640 円
●申 込 み：当所窓口にて直接申し込みいただくか、
　　　　　　当所ホームページより申し込みください。

事業所名 前代表者 新代表者

社会福祉法人
長井福祉会 外田　　陽 豊野　　充

●代表者変更のお知らせ
事業所名 前代表者 新代表者

（敬称略）

　
７
月
29
日
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
新
Ｏ
Ｓ「W

ind
o
w
s10

」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
の

評
判
に
よ
る
とW

ind
o
w
s7

の
良
い
と
こ
ろ
を
継
承
し
つ
つ
、W

ind
o
w
s8.1

の
悪
い
と
こ
ろ
を

解
消
し
た
こ
と
や
、W

ind
w
o
s7

やW
ind
o
w
s8.1

を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
１
年
間
無
料
で
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
私
も
10
年
ほ
ど
前
に
購
入
し
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
をW

ind
o
w
s10

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
み

ま
し
た
。
作
業
自
体
は
２
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
が
、
特
に
何
の
問
題
も
な
く
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
完
了
し
ま
し
た
。
早
速
使
っ
て
み
ま
し
た
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
や
新
ブ
ラ

ウ
ザ
のM

icro
so
ft E
d
g
e

が
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
起
動
時
間
も
早
く
、
動
作
速
度
も
体
感
的

に
は
早
く
感
じ
ま
す
。
10
年
前
の
パ
ソ
コ
ン
な
の
で
、
そ
も
そ
も
遅
か
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
。

　W
ind
o
w
s10

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
に
は
、
使
用
し
て
い
る
ソ
フ
ト
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
周

辺
機
器
がW

ind
o
w
s10

に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
家
庭
や
個
人
事

業
所
で
使
用
す
る
に
は
問
題
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。W

ind
o
w
s7

も
発
売
か
ら
６
年
が
経
ち
、

５
年
後
に
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
サ
ポ
ー
ト
が
完
全
に
終
了
し
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
、
新
し

いW
ind
o
w
s

に
慣
れ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　
な
お
、
今
回
私
がW

ind
o
w
s10

に
し
た
10
年
前
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
も
と
も
とW

ind
o
w
sX
P

で
し
た
。
そ
れ
をW

ind
o
w
s8.1

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。W

ind
o
w
sX
P

や

W
ind
o
w
sV
IS
TA

か
ら
は
、
無
料
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
M
・
A
）

特許・商標に関する
 　　悩みや課題はありませんか？

まずは【知財総合支援窓口】にご相談ください！

　この「知財総合支援窓口」は、原則毎月第３火曜日
に知財総合支援アドバイザー（窓口支援担当）が、皆
様の知的財産に関する悩みや課題を、ワンストップ
で解決するための支援を行います。また、その場で
の支援が難しい場合は、知財専門家（弁理士など）
と共同で支援いたします。

以下のようなご相談が無料です。
・特許や商標などの出願手続き方法や登録までの  
費用を知りたい。
・製品開発の前に先行する技術の調査を行いたい
が調査はどうするの？
・自社技術の知的財産権による保護手段を知りた
い、活用したい。
・知的財産での保護を図りながら地域ブランドの確
立を目指したい。

●日程
平成 27年 9月 15日（火） 13 時～ 16 時
平成 27年 10月 20日（火） 13 時～ 16 時

●会場
長井商工会議所　相談室
「知財総合支援窓口」へのご相談は、原則として予約
制です。
　　　　　　電話☎８４ー５３９４　　高橋まで

詳細は中小企業相談所へ

●
前事業所名 新事業所名

税理士法人土田船越事務所 税理士法人豊

事業所名変更のお知らせ

＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと400mℓの全血献血ができます。

9月4日㈮

9月8日㈫

HOYA㈱ﾍﾟﾝﾀｯｸｽﾗｲﾌｹ
ｱ事業部山形事業所

山形中央信用組合本店
協 同 薬 品 工 業 ㈱
山形県立長井高等学校
長 井 市 役 所

9:30～11:00

13:30～15:30
9:30～11:30

13:30～15:30
9:30～11:30

第141回　日商簿記検定試験第141回　日商簿記検定試験
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故人の面影を偲び、親しい人たちとともに和やかに語り合うご法要。季節折々の心づくしの
お料理とともに、在りし日の思い出にひたるひとときをお過ごし下さい。

小規模事業者カードローン（略称：ミニカードローン）
資格要件　次のすべての要件を満たす小規模事業者
　　　　　①常時使用する従業員が 20名（商業・サービス業は 5名）以下であること
　　　　　②同一事業の経歴 1年以上で、1期以上の決算を行っていること
　　　　　　他に、資格要件による審査がありますので、申込金融機関または保証協会へ、ご相談ください。

資金使途　事業資金（運転・設備資金）
保証金額　50万円以上 300万円以下
保証期間　1年間もしくは 2年間
返済方法　非約定弁済（随時弁済）
担　　保　不要
保証料率　基準利率　年０．３９％～１．６２％
貸付利率　金融機関所定利率

確かなサポート　明日への躍進　応援宣言

YAMAGATA  GUARANTE E
http://www.ysh.or. jp/

長井支店／長井市館町北 6番 27号

TAS（タス）3階　☎0238-84-1674

新しい保証制度が

できました！
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　最上川発祥の地、長井らしく「水」をテーマにした、第22回ながい水まつり・最上川花火大会が８月１日、

最上川河川緑地公園で開催された。天候にも恵まれ、水に関連した展示やイベントが行われた外、子

供たちが涼を求めて水に親しむ姿が見られた。雲一つない快晴は夜まで続き、多くの市民が集まる中、

３０００発の花火が夜空を彩った。

●水に親しむ子供たち ●出店前の広場ではけん玉大会

●ゲリラ豪雨体験。

●子供たちは汗を流しながら丸太切り体験●浴衣の似合う女性コンテスト。
　優勝者にグアム旅行がプレゼントされた

●夜も天候に恵まれ、
　綺麗な花火大会となった

●おらんだラジオは公開生放送

ながい水まつり＆最上川花火大会ながい水まつり＆最上川花火大会第22回

お
披
露
目
さ
れ
た
長
井

１
０
０
０
人
い
も
煮
会

の
大
鍋

▲


